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    第２７２号 

令和３年１０月１日発行 

森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

エ
ッ
セ
イ 

森
林
公
園
の
思
い
出 

木
曽 

宗
統 

  

九
月
十
九
日
、
家
の
者
と
一
緒
に
森
林
公
園
に
行
っ
た
。

行
く
三
日
ぐ
ら
い
前
か
ら
山
へ
散
歩
に
行
こ
う
と
誘
っ
て
い

た
の
だ
が
、
返
事
は
な
い
。
当
日
の
朝
に
よ
う
や
く
「
本
気

な
ん
や
ね
、
わ
か
っ
た
」
と
重
い
腰
を
上
げ
て
く
れ
た
。
一

緒
に
歩
い
て
く
れ
る
と
い
う
だ
け
で
感
謝
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。 

実
は
家
の
者
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の
古
参
で
設
立
時
か

ら
い
る
後
援
会
員
で
は
あ
る
。
彼
女
に
と
っ
て
森
林
公
園
は

十
年
く
ら
い
の
ご
無
沙
汰
で
あ
る
が
、
山
を
歩
い
て
い
る
と

結
構
そ
の
時
々
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。
一

番
の
思
い
出
は
丸
太
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建
て
た
こ
と
の
よ
う

だ
。
四
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
丸
太
な
ど
の
資
材
を
運
び
、
こ
の
細

い
道
路
を
通
っ
た
と
き
は
本
当
に
怖
か
っ
た
と
楽
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
た
。 

し
か
し
、
二
十
年
以
上
前
の
花
と
緑
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ

っ
た
と
思
う
が
、
僕
と
ふ
た
り
で
桜
を
植
樹
し
た
こ
と
は
す

っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
で
も
、
森
林
公
園
ま
で
一
緒
に
行
っ

て
く
れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
う
。 

九
月
定
例
活
動
の
中
止 

九
月
十
九
日
に
予
定
し
て
い
た
定
例
活
動
は
、
京
都
府

の
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
た
た
め
、
中
止
し
ま
し

た
。 但

し
、
会
員
六
名
と
後
援
会
員
一
名
の
計
七
名
が
九
時

半
頃
に
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
広
場
に
集
ま
り
、
木
工
材
料

の
整
理
と
森
林
公
園
内
の
散
策
を
し
ま
し
た
。 

先
月
に
会
長
と
二
人
で
発
見
し
た
槇
尾
山
林
道
の
倒

木
は
、
農
林
茶
業
課
が
我
々
の
連
絡
の
後
す
ぐ
に
伐
倒
処

理
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
処
理
し
た
倒
木
を
見
る
と

直
径
三
十
㎝
ほ
ど
あ
り
、
こ
の
大
木
が
原
因
で
数
本
が
将

棋
倒
し
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

み
ん
な
で
木
工
材
料
の
整
理
を
し
て
い
た
ら
、
一
人
歩

き
の
人
、
就
学
前
の
子
供
を
連
れ
た
家
族
や
女
性
二
人
連

れ
な
ど
、
結
構
多
く
の
人
達
が
森
林
公
園
を
訪
れ
て
い
ま

し
た
。
駐
車
場
に
は
十
台
ほ
ど
の
車
、
山
は
心
も
体
も
癒

し
て
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
と
後
援
会
員
は
午
前
中
で
失
礼
し
ま
し
た
が
、
他
の

会
員
は
作
業
の
後
、
午
後
三
時
頃
ま
で
森
林
公
園
内
を
散

策
し
て
森
林
の
気
持
ち
い
い
空
気
を
い
た
だ
き
解
散
し

ま
し
た
。
途
中
で
高
さ
四
十
㎝
ほ
ど
の
キ
ノ
コ
（
マ
ン
ト

カ
ラ
カ
サ
ダ
ケ
）
を
発
見
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
台
風
一

過
の
森
林
公
園
で
し
た
が
、
本
当
に
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
。 

（
記 

木
曽 

宗
統
） 

エ
ッ
セ
イ 

山
桃 

新
宮 

邦
春 

 

六
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
援
会
員
か
ら
事
務
局

宛
に
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
そ
の
会
員
の
散
歩
道

に
、
山
桃
が
熟
し
て
き
た
か
ら
い
っ
し
ょ
に
収
穫
し
て
は

ど
う
か
、
と
言
う
内
容
で
あ
っ
た
。 

早
速
連
絡
の
付
い
た
四
名
で
馳
せ
参
じ
た
。
持
参
品
は

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
粘
り
気
対
策
と
し
て
軍
手
、
そ
し
て
思

い
も
よ
ら
な
い
ビ
ニ
ー
ル
傘
！
？
一
体
何
に
使
う
の
？

現
場
に
到
着
後
、
そ
の
使
い
道
が
判
明
。 

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
、
傘
を
広
げ
、
ひ
っ
く
り
返
し

て
持
ち
手
を
枝
に
引
っ
か
け
、
実
を
受
け
取
る
の
だ
。
枝

を
勢
い
よ
く
揺
す
る
と
ボ
タ
ボ
タ
と
落
ち
て
く
る
。
体
に

当
た
る
痛
さ
も
心
地
よ
い
。
大
の
大
人
が
枝
に
登
り
体
ご

と
ゆ
す
っ
て
少
年
時
代
の
気
持
ち
を
思
い
出
す
。
ワ
イ
ワ

イ
が
や
が
や
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。 

利
用
方
法
は
水
切
り
や
種
外
し
に
手
間
が
掛
か
る
が

ジ
ャ
ム
に
加
工
や
山
桃
酒
。 

様
々
な
理
由
で
離
れ
て
も
、
こ
う
し
て
交
流
が
出
来
る

と
言
う
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
う
、
又
戻
っ
て
来

ら
れ
る
よ
う
な
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
で
あ
り
た
い
。 
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ 

研
修
会 

 
 

京
北
町
樹
々
の
会
と
交
流
見
学
会 

行
き
先 

京
都
市
右
京
区
京
北
地
区 

合
併
の
森 

日 

時 

十
一
月
七
日
（
日
）
午
前
八
時 

 
 

集
合
場
所 

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前 

参
加
費 

一
般
二
千
円
＋
昼
食
代
千
五
百
円 

樹
々
の
会
は
京
北
町
地
元
の
女
性
林
業
グ
ル
ー
プ
で
す
。

女
性
の
視
点
で
森
林
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
楽
し
み

な
交
流
見
学
会
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う

じ
事
務
局
（
裏
面
）
ま
で
。 

https://forester.foresteruji.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ
ッ
セ
イ 

森
林
に
つ
い
て
学
び
の
第
一
歩 

京
都
の
森
林 林 

幸
広 

 

二
月
の
会
報
で
森
林
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
書
き
ま
し

た
。
今
回
は
京
都
の
森
林
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。 

京
都
の
森
林
面
積
は
約
三
十
五
万
㎡
で
京
都
府
の
約
七
十

五
％
が
森
林
で
す
。
全
国
の
森
林
面
積
は
約
二
千
五
百
万
㎡
な

の
で
、
そ
の
一
．
四
％
が
京
都
府
の
森
林
で
す
。
ち
な
み
に
宇

治
市
の
森
林
は
三
千
三
百
六
十
三
㏊
（
天
ケ
瀬
は
九
十
㏊
）
で

市
域
の
約
五
十
％
に
な
り
ま
す
。
思
っ
た
よ
り
森
林
比
率
は
高

い
で
す
ね
。 

府
内
の
樹
木
の
蓄
積
量
（
体
積
）
は
七
千
八
百
五
十
四
万
㎥

も
あ
り
、
毎
年
六
十
一
万
㎥
（
人
工
林
で
四
十
二
万
㎥
）
増
え

て
い
ま
す
。
木
材
と
し
て
使
え
る
四
十
六
年
生
以
上
が
七
十

四
％
で
、
十
年
後
に
は
八
十
九
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。
府
内

の
木
材
需
要
は
四
十
三
万
㎥
で
、
府
内
産
比
率
は
約
三
十
％
で

す
。
府
内
産
百
％
に
な
れ
ば
需
要
と
人
工
林
か
ら
の
供
給
が
一

致
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。 

こ
う
い
う
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
伐
採
し
利
用
し
た
上
で
、

跡
地
に
再
造
林
を
行
い
、
樹
木
の
樹
齢
構
成
の
平
準
化
を
進
め

る
こ
と
は
全
国
的
な
課
題
の
よ
う
で
す
。
天
ケ
瀬
森
林
公
園
に

も
檜
の
人
工
林
が
あ
り
ま
す
が
、
適
宜
伐
採
さ
れ
て
宇
治
市
内

の
人
工
林
の
中
で
は
比
較
的
良
い
状
態
の
よ
う
で
す
。
檜
以
外

の
森
林
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
良
い
の
か
、
森
の
健
康

診
断
を
行
っ
て
今
後
の
活
動
に
反
映
で
き
れ
ば
い
い
な
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

エ
ッ
セ
イ 

森
づ
く
り
の
循
環 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

小
林
清
三
郎 

林
野
庁
で
は
、
健
全
な
森
づ
く
り
の
循
環
を
進
め
て
い
る
。

森
づ
く
り
の
循
環
は
、 

・
植
え
る 

植
林
・
実
生
・
萌
芽 

下
草
刈
り
・
防
鹿
柵 

・
育
て
る 

枝
打
ち
・
間
伐 

・
収
穫
す
る 

主
伐
・
上
手
に
使
う
・
木
製
品
・
燃
料 

こ
れ
ら
を
循
環
す
る
の
に
、
五
十
年
か
ら
百
年
を
要
す
る
。

そ
し
て
、
一
年
の
内
、
出
来
る
作
業
の
時
期
が
あ
る
。
例
え
ば
、

枝
打
ち
は
四
月
～
七
月
の
植
物
の
成
長
期
に
は
行
わ
な
い
。
一

月
・
二
月
の
寒
い
と
き
に
は
植
樹
し
な
い
。
椎
茸
の
収
穫
は
秋

と
春
な
ど
で
あ
る
。
何
時
で
も
良
い
手
入
れ
作
業
が
あ
る
の
は
、

勿
論
で
あ
る
。 

こ
れ
と
は
別
に
、
大
犯
土
表
（
つ
ち
ひ
ょ
う
）
が
あ
る
。
大

犯
土
表
は
、
千
年
以
上
の
昔
か
ら
、
宮
大
工
さ
ん
達
に
受
け
継

が
れ
て
き
た
こ
と
で
、
樹
木
も
生
物
で
あ
る
以
上
、
人
間
と
同

じ
よ
う
に
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
、

活
発
に
活
動
す
る
時
期
と
活
動
が
沈
滞
化
す
る
時
期
が
交
互
に

訪
れ
る
。
ひ
と
月
の
間
に
木
の
切
れ
る
日
が
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
抵
抗
力
が
落
ち
た
時
期
に
切
る
と
虫
が
入
り
易
く
な
り
、
除

伐
材
を
山
に
放
置
す
る
と
腐
り
や
す
く
な
る
。 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
は
、
林
野
庁
と
京
都
府
に
よ
っ
て
指
定
さ

れ
た
生
活
環
境
保
全
林
で
、
生
活
環
境
保
全
林
百
選
に
京
都
府

で
二
件
の
内
一
つ
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
槙
島
町

の
薪
炭
林
で
炭
釜
跡
が
数
ヶ
所
あ
る
。
現
在
は
宇
治
市
農
林
茶

業
課
が
管
理
し
て
い
る
。 

最
近
は
、
里
山
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
里
山
は
奥
山
で
は
な

く
、
里
に
近
い
広
葉
樹
林
帯
で
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
自
然
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
誤
解
で
あ
っ
た
。
自
然
に

任
せ
た
か
ら
、
荒
廃
や
災
害
が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
温
暖
化

防
止
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、
循
環
型
社
会
に
向
か
う
な
ら
、
里
山
資

源
を
上
手
く
使
う
事
が
必
要
と
黒
田
慶
子
神
戸
大
学
大
学
院
教

授
は
講
演
会
な
ど
で
言
っ
て
い
る
。 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
三
年
年
十
一
月
以
降
の
予
定
で
す
。
当
月
の
定
例
活
動
の
詳
細

は
、
当
月
の
「
活
動
案
内
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

十
一
月
定
例
活
動 

 

十
一
月
二
十
一
日
（
日
） 

天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

十
一
月
特
別
活
動 

十
一
月
七
日
（
日
）
京
都
市
右
京
区
京
北
地
区
合
併
の
森 

 

・
京
北
町
樹
々
の
会
の
交
流
見
学
会 

十
一
月
特
別
活
動 

 

十
一
月
二
十
八
日
（
日
） 

宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

・
宇
治
環
境
フ
ェ
ス
タ
に
協
力
（
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

 
 

・
協
力
予
定
だ
っ
た
宇
治
市
農
林
ま
つ
り
は
中
止
で
す
。 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
保
全
活
動
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

入
会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 

編
集
後
記 

 

活
動
中
止
が
続
き
、
会
報
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
編
集
や
製
作
に
工
夫

が
必
要
で
す
。
是
非
と
も
記
事
や
情
報
を
よ
ろ
し
く
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
編
集
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

林 
 

幸
広
） 

 
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ

事
務
局 

 
 
 

 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
日
体
験 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
保
全
活

動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
フ
ォ
レ
ス
タ

ー
う
じ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
い
い
汗

を
か
き
ま
し
ょ
う
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら↓

 


